
90分間に下記の2科目を連続解答してください。解答の時間配分は自由です。

国語素養、英語素養
〔注意事項〕

1 問題用紙の取り扱い
⑴ 試験開始の指示があるまで、この問題用紙の中を見てはいけません。
⑵ 問題用紙は18ページです。試験開始後、ページを確認してください。
各素養のページは以下の通りです。
国語素養 Ｐ．7～Ｐ．18 冊子の後ろ側から始まりますので注意してください。

英語素養 Ｐ．1～Ｐ．5
もし落丁・乱丁に気づいた場合は申し出てください。

落丁……ページの欠落。
乱丁……ページが正しくつづられていない。

⑶ 試験終了後、問題用紙は持ち帰ってください。

2 解答用紙の取り扱い
解答用紙は、汚したり、折り曲げたりしないでください。解答用紙の記入は、つぎの
とおりおこなってください。

⑴ 氏名欄には、氏名を記入し、カタカナでふりがなをつけてください。
⑵ 受験番号欄には、受験番号をアルファベットまたは算用数字で記入し、さらにその
下のマーク欄にマークしてください。受験番号のマークミスは無効答案となること
がありますので注意してください。

⑶ 試験日欄は、12月14日のマーク欄にマークしてください。
⑷ 基礎素養検査欄は、国語素養と英語素養を2枚のマークシートに1枚ずつ、マーク
欄にマークしてください。

マーク記入上の注意
① 筆記用具は、かならずＨＢの黒鉛筆を使用してください。

記入例 
良
い
例 

悪
い
例 

② 訂正する場合は、消しゴムできれいに消し、消しクズを残さないよう表裏とも
よく払いおとしてください。

③ 所定欄以外には、何も記入しないでください。

3 その他
⑴ 質問その他、必要があるときには、手を挙げて監督者に知らせてください。
⑵ 不正行為があれば直ちに退場を命じます。この場合にはすべての解答が無効となり
ます。

⑶ 試験時間内での退場はできません。

2025年度 公募制推薦試験（後期）12月14日

基礎素養検査

試 験 時 間 11：00～12：30



Ⅰ 次の英文を読んで、下の問いに答えなさい。

Less than half of Americans say they are getting enough sleep, according to a recent opinion

study by the Gallup organization. The *poll found that 57 percent of Americans say they would

feel better if they could get more sleep. Only 42 percent say they are getting as much sleep as

they need.

Gallup carried out the same kind of study in 2013. That time, the results were（ ① ）.

Fifty-six percent said they got enough sleep, while 43 percent said they did not get enough sleep.

The study in 2013 also found women under the age of 50 were the most likely to report they

are not getting enough rest. Only 27 percent of women in that group said they usually get all

the sleep they need.

The recent poll also asked people to report how many hours of sleep they usually get each

night. Only 26 percent said they got eight or more hours. Many sleep experts say adults should

aim for eight hours of sleep a night. Just over half of the respondents reported getting between

six and seven hours of sleep a night. And 20 percent said they got five hours or less. That

number increased from 2013, when 14 percent of respondents reported getting five hours or less.

Justine Broughal is a *self-employed event planner with two small children. She is 31 years

old. Her 4-month-old son still wakes up throughout the night. After her 3-year-old daughter

② turns in, she still needs to do some work in the house. That makes it difficult for her to get

the sleep she needs. “I really ③ treasure being able to spend time with my children,” Broughal

says. However, she added that it can reduce the amount of time for her to rest and take care of

herself.

Claude Fischer is a professor of sociology at the University of California, Berkeley. He said

that American culture has valued hard work and productivity since the first European

immigrants ④ set foot in America. He added that the religious beliefs of some groups connected

hard work with approval from God. “Working hard,” he said, “has been（ ⑤ ）American

culture for centuries.”

Some Americans also say their busy workdays make them want to stay up late. After a long

day of work, spending time at night on social media or watching television can help them lower

stress or have some time to themselves. But this reduces the number of hours they can sleep.
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Liz Meshel has experienced this. The 30-year-old American is temporarily living and doing

research in Bulgaria. But she also works a part-time job on U.S. hours to help ⑥ pay the bills.

That means she sometimes works until 10 at night local time.

When it is close to her bedtime, she said she thinks about the time she did not have for

herself during the day. So, she decides to watch television and look at social media（ ⑦ ）

getting to sleep earlier.

“That,” Meshel said, “will always make the problem worse.”

（注）poll：世論調査 self-employed：自営の

問1 本文の空所（①）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

1
1 unfortunate 2 reversed 3 unchanged 4 impressive

問2 本文の下線部②とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

2
1 goes to bed 2 has breakfast 3 takes a rest 4 wakes up

問3 本文の下線部③とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

3
1 avoid 2 hate 3 recommend 4 value

問4 本文の下線部④とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

4
1 arrived in 2 heard about 3 left for 4 returned to

問5 本文の空所（⑤）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

5
1 focused on 2 different from 3 central to 4 ahead of

問6 本文の下線部⑥とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

6
1 build a career 2 learn new skills

3 cover the household expenses 4 work long hours
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問7 本文の空所（⑦）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

7
1 besides 2 in addition to 3 instead of 4 while

問8 次の英文（1）～（7）について、本文の内容と一致するものには1、一致しないものには2の番号

をそれぞれマークしなさい。 8 ～14
（1） The recent Gallup opinion study found that only 42 percent of Americans say they are

getting enough sleep. 8

（2） In the same kind of study in 2013, women younger than 50 were most likely to report

suffering from a lack of sleep. 9

（3） The recent poll also found that the percentage of respondents who reported sleeping five

hours or less each night had increased by 6 percent.10

（4） Both of Justine Broughal’s children sleep through the night.11

（5） Claude Fischer says Americans fail to appreciate the importance of hard work and

productivity.12

（6） Watching television is a stressful experience for some Americans.13

（7） Liz Meshel looks at social media close to her bedtime to make up for time she does not

have for herself during the day.14
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Ⅱ 次の会話文の空所15～20に入る最も適当なものを1～8からそれぞれ1つ選び、その番号をマー

クしなさい。ただし同じものを2回以上用いてはならない。また、使用しないものが2つある。

Ａ：Victoria, are you all set to move into your new apartment?

Ｂ：I’ve packed a few boxes, but there’s still so much left to do. It’s really overwhelming!

Ａ：（15）Moving is always such a huge task. When is the moving date?

Ｂ：September 15th.（16）

Ａ：Wait, that’s just a week away! Do you need any help? I’ve got some free time this

weekend.

Ｂ：Actually, that would be amazing.（17）

Ａ：Great! I’ll bring some boxes and tape. Do you have a plan for packing everything?

Ｂ：Sort of.（18）There’s so much stuff to sort through.

Ａ：That sounds like a good strategy.（19）It always takes the longest because of all the

fragile items.

Ｂ：Good idea. I really appreciate your help.（20）

Ａ：No problem at all. Moving is tough, but it’s always easier with friends. And pizza sounds

like a great reward for a day of packing!

1 Maybe we can start with the kitchen.

2 I’d buy new furniture, but I don’t have any money

3 I can imagine.

4 I’m trying to get everything organized before then.

5 We can order pizza afterward.

6 I could definitely use an extra pair of hands.

7 My car isn’t big enough for all your belongings.

8 I’m trying to go room by room, but it’s harder than I thought.
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Ⅲ 次の英文（1）～（10）について、空所に入る最も適当なものを1～4からそれぞれ1つ選び、その番号

をマークしなさい。21～30
（1） We should（ ）a table at the restaurant for tonight.21
1 order 2 make 3 wait 4 book

（2） Be careful! The glass is easily（ ）.22
1 breaking 2 to break 3 break 4 broken

（3） The water is about（ ）.23
1 boiling 2 boiled 3 to boil 4 boil

（4） I don’t know（ ）who speaks Vietnamese.24
1 someone 2 anybody 3 nobody 4 no one

（5）（ ）turn is it to feed the dog?25
1 What 2 Whose 3 Who 4 When

（6） The Second World War（ ）to an end in 1945.26
1 became 2 brought 3 got 4 came

（7） He is always（ ）fault with others.27
1 looking 2 gaining 3 seeking 4 finding

（8） Spring is just（ ）the corner.28
1 around 2 along 3 near 4 before

（9） I have been very busy（ ）the last week.29
1 at 2 on 3 for 4 by

（10） In addition（ ）exercise, sleep is important for health.30
1 of 2 for 3 with 4 to

英語素養おわり 解答番号 1 ～30
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一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
一
〜
問
七
）
に
答
え
な
さ
い
。

こ
こ
で
私
の
言
う
「
争
わ
な
い
社
会
」
と
は
、
争
い
や
暴
力
が
皆
無
の
理
想
郷
で
は
な
く
、
争
い
の
激
化
を
予
防
す
る
「
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
社
会

で
あ
る
。
も
と
も
と
、
西
欧
で
形
成
さ
れ
た
国
家
の
重
要
な
役
割
は
、
貴
族
た
ち
の
不
規
則
な
暴
力
行
使
を
規
制
し
、
軍
隊
や
警
察
な
ど
を
通
じ
た
「
正
統
な
暴
力
」
の
権
限
を

国
家
に
集
め
る
こ
と
で
、
市
民
社
会
で
の
偶
発
的
な
争
い
の
勃
発
を
抑
え
込
む
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
が
支
配
を
強
め
る
過
程
で
生
じ
て
い
た
の
は
、
様
々
な
中
間

集
団
の
解
体
で
あ
り
、
市
民
が
国
家
と
一
対
一
の
関
係
で
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
権
力
の

ａ

化
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
国
家
が
自
ら
暴
走
す
れ
ば
、
無
防
備
な

人
々
は
、
た
や
す
く
権
力
に
絡
め
と
ら
れ
、
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

争
い
の
道
へ
と
走
り
出
す
手
前
で
、
権
力
の
集
中
に
歯
止
め
を
か
け
る
方
策
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ヒ
ト
ラ
ー
や
プ
ー
チ
ン
が
選
挙
で
選
ば
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

選
挙
制
度
に
頼
る
民
主
主
義
で
は
、
権
力
の
暴
走
に
十
分
な
手
当
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
た
と
え
争
い
の
芽
を
完
全
に
摘
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
争
い
が
重
症
化
す
る

手
前
で
事
態
を
収
め
る
こ
と
な
ら
、
現
代
の
民
主
主
義
の
枠
の
中
で
も
で
き
る
は
ず
だ
。
事
後
的
に
対
策
を
講
じ
る
よ
り
も
、
前
も
っ
て
争
い
を
拡
大
し
な
い
社
会
を
築
く
方
法

に
知
恵
を
集
め
る
の
で
あ
る
。

争
わ
な
い
社
会
に
向
け
て
、「
依
存
」
に
こ
だ
わ
る
理
由
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。

慶
應
義
塾
の
創
設
者
で
あ
る
福
澤
諭
吉
は
、
明
治
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
学
問
の
す
す
め
』
で
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し
、
生
ま
れ
た

い
し
ず
え

ば
か
り
の
明
治
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。
彼
は
欧
米
に
な
ら
っ
て
、
権
威
か
ら
独
立
し
た
市
民
こ
そ
国
の
礎
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
考
え
方
は
、
や
が
て

遅
れ
て
近
代
化
を
果
た
し
た
発
展
途
上
国
に
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
勇
ま
し
い
掛
け
声
の
中
で
私
た
ち
が
忘
れ
が
ち
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
自
立
も
「
何
ら
か
の

依
存
関
係
の
組
み
合
わ
せ
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
依
存
関
係
」
を
細
か
く
分
解
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
ま
ず
一
人
の
人
間
が
織
り
な
す
様
々
な
人
間
と
の
依
存
関
係
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
、

様
々
な
組
織
や
国
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
依
存
関
係
に
あ
る
。
そ
う
し
た
依
存
関
係
が
国
家
を
超
え
て
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
端
を
発
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
で
多
く
の
日
本
人
が
体
感
し
た
。
対
外
的
な
依
存
を
減
ら
せ
ば
、

ｂ

的
な
自
立
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
界
の
動
向

か
ら
自
分
た
ち
だ
け
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
依
存
を
忌
避
す
る
方
法
で
は
な
く
、
依
存
と
向
き
合
い
、
手
な
ず
け
る
方
法
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

依
存
は
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
先
進
諸
国
が
行
う
貧
し
い
国
々
へ
の
援
助
で
も
、
相
手
国
や
人
々
の
自
立
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。「
魚
を
あ
げ
る

国

語

素

養

解
答
番
号
1
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39
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の
で
は
な
く
、
釣
り
方
を
教
え
る
」
こ
と
が
自
立
に
向
け
た
支
援
で
あ
る
と
繰
り
返
さ
れ
、
日
本
の
援
助
業
界
は
こ
れ
を
「

Ｘ

」
と
呼
ん
で
き
た
。
だ
が
、
釣
り
方
を

覚
え
た
人
は
釣
っ
た
魚
を
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
で
食
べ
き
れ
な
い
分
は
お
そ
ら
く
市
場
に
売
る
こ
と
に
な
る
。「
自
立
し
た
」
釣
り
人
は
、
こ
う
し
て
市
場
と
貨
幣
の

世
界
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
一
見
「
自
立
」
に
見
え
る
も
の
が
実
は

Ｙ

に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
な
ぜ
そ
の
事
実
に
気
づ
く
こ
と
な
く
、
依
存
を
嫌
い
、
自
立
を

あ
が崇

め
続
け
る
の
だ
ろ
う
。

近
代
以
降
の
社
会
に
お
け
る
競
争
や
自
立
の
強
調
が
「
依
存
」
を
遠
ざ
け
て
き
た
の
に
は
、
い
く
つ
か
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
他
者
に
依
存
す
る
「
弱
み
」
を
自
覚
し
た
く
な

い
人
間
心
理
も
一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
年
金
や
福
祉
の
面
で
国
家
が
個
人
の
生
計
に
影
響
を
及
ぼ
す
範
囲
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
個
々
人
が
社
会
の
分

業
や
競
争
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
中
で
、「
仕
事
」
が
生
活
全
体
を
支
配
し
、
周
り
の
人
間
に
頼
る
と
い
う
行
為
を
そ
の
範
囲
に
お
い
て
し
か
意
識
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

現
実
世
界
で
は
、
誰
し
も
、
頼
る
先
を
変
え
な
が
ら
人
生
を
歩
む
。
赤
ん
坊
と
し
て
生
ま
れ
た
人
間
は
、
親
に
守
ら
れ
て
成
長
し
、
学
校
で
は
友
人
に
、
職
場
で
は
同
僚
に
、

家
庭
で
は
妻
や
夫
に
頼
り
な
が
ら
年
を
重
ね
て
い
く
。
病
院
の
医
師
に
頼
っ
て
生
涯
を
終
え
る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
助
け
ら
れ
た
人
は
、
ど
こ
か
の
段
階
で
助
け
る
側

に
回
り
、
助
け
た
者
は
助
け
ら
れ
る
者
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、①
依
存
関
係
は
複
数
に
広
が
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
時
間
を
超
え
て
循
環
す
る
側
面
が
あ
る
こ
と
も
分

か
る
。

ま
ん
え
ん

近
代
化
に
伴
う
個
人
主
義
の
蔓
延
と
、
依
存
関
係
の

ｃ

化
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
だ
が
、
依
存
の
大
部
分
は
無
意
識
の
領
域
に
属
す
る
た
め
に
後
景
に
追
い
や
ら
れ
、

代
わ
り
に
意
図
的
、

ｄ

的
な
行
為
で
あ
る
競
争
と
協
力
が
意
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
「
無
意
識
に
築
か
れ
て
き
た
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
自
立
の
役
に
立
っ

て
き
た
」
と
い
う
主
張
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
個
人
の
自
由
意
志
を
重
ん
じ
る
近
代
社
会
に
お
い
て
は
い
か
に
も
頼
り
な
く
聞
こ
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
自
立
の

土
台
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
あ
る
依
存
関
係
の
あ
り
方
が
、
争
い
に
至
る
可
能
性
を
左
右
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
時
間
と
共
に
形
を
変
え
る
。
依
存
関
係
と
い
う
視
点
は
、
そ
の
意
味
で
、
歴
史
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
歴
史
の
流
れ

は
、「
建
国
の
父
」
や
「
革
命
の
英
雄
」
ら
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
長
編
小
説
『
戦
争
と
平
和
』
で
知
ら
れ
る
ロ
シ
ア
の
文
豪
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
は
そ
う
結

論
し
た
。
歴
史
の
主
人
公
と
し
て
登
場
す
る
軍
人
や
政
治
家
は
、
権
威
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
で
高
く
位
置
し
て
い
る
ほ
ど
、
そ
の
基
礎
と
な
る
普
通
の
人
々
か
ら
遠
く
離
れ
ざ
る

を
え
な
い
。
し
か
し
、
現
場
で
実
際
に
歴
史
を
動
か
す
の
は
、
こ
れ
ら
普
通
の
人
々
で
は
な
い
か
、
と
ト
ル
ス
ト
イ
は
考
え
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
頂
点
を
下

支
え
し
て
い
る
土
台
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る②
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
逆
説
」
で
あ
る
。

今
回
私
が
試
み
た
の
は
、
こ
の
逆
説
を
ヒ
ン
ト
に
、
国
家
と
諸
個
人
の
「
関
係
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
歴
史
の
底
流
に
、
歴
史
に
名
前
を
残
さ
な
い

人
々
の
姿
を
見
た
。
私
は
「
統
治
す
る
者
／
さ
れ
る
者
」
と
い
う
二
項
対
立
的
な
発
想
を
超
え
て
、
多
様
な
人
間
が
お
互
い
の
関
係
性
を
組
み
上
げ
る
様
子
を
「
依
存
関
係
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
捉
え
て
み
た
い
。
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い
ち
さ
だ

東
洋
史
学
者
で
あ
る
宮
崎
市
定
が
こ
ん
な
言
葉
を
遺
し
て
い
る
。

ち
ゅ
う
た
い

い
や
し
く
も
自
己
の
記
録
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
文
化
民
族
な
い
し
国
家
は
、
た
が
い
に
交
通
と
い
う
紐
帯
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
相
互
に

啓
発
し
あ
い
、
競
争
し
あ
い
、
援
助
し
あ
い
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
ス
ギ
ナ
と
ツ
ク
シ
と
が
地
面
の
上
で
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
形
を
現
わ
し
な
が

ら
、
地
下
で
は
共
通
の
根
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
一
節
を
読
ん
で
、
宮
崎
の
言
う
「
援
助
し
あ
い
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
」
と
い
う
部
分
に
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
ハ
タ

と
気
づ
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
近
代
化
や
開
発
を
推
し
進
め
る
競
争
や
自
立
は
、
特
定
個
人
の
選
択
肢
を
増
や
し
な
が
ら
も
格
差
や
不
平
等
と
表

裏
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
貧
困
や
環
境
破
壊
と
い
っ
た
開
発
の
副
産
物
を
手
当
て
す
る
は
ず
の
「
援
助
」
の
背
景
に
も
様
々
な
政
治
的
思
惑
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
に
欠
け

て
い
た
の
は
、
ま
さ
に③
ス
ギ
ナ
と
ツ
ク
シ
が
地
下
で
共
有
の
根
を
も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
想
像
力
だ
っ
た
。

「
地
面
の
上
」
だ
け
を
見
て
い
て
は
物
事
の
本
質
が
分
か
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
私
の
調
査
地
で
あ
る
タ
イ
中
西
部
の
焼
畑
農
民
た
ち
で
あ
る
。

畑
や
森
に
火
を
放
つ
焼
畑
移
動
耕
作
は
、
そ
の
瞬
間
だ
け
を
切
り
出
せ
ば
、
周
囲
の
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
数
十
年
の
サ
イ
ク
ル
で
見
て
み
れ

ち

み

ば
、
地
味
が
回
復
し
た
場
所
に
再
び
戻
っ
て
い
く
移
動
式
耕
作
は
、
む
し
ろ
自
然
環
境
に
適
し
た
農
法
で
あ
る
。

私
た
ち
が
教
わ
っ
て
き
た
近
現
代
史
は
、
自
己
と
他
者
の
違
い
を
強
調
す
る
視
点
に
偏
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
宮
崎
の
言
う
「
共
通
の
根
」
に
あ
る
文
化
や
経
済
が
互
い
に

ど
の
よ
う
に
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
依
存
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
視
点
が
忘
却
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
佐
藤
仁
『
争
わ
な
い
社
会
』
よ
り
。
本
文
一
部
省
略
）

問
一

ａ

〜

ｄ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
7
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
同
じ
も
の
を
二
回

以
上
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
解
答
番
号
は
ａ
は

1
、
ｂ
は

2
、
ｃ
は

3
、
ｄ
は

4
。

1

一
元

2

経
済

3

重
層

4

絶
対

5

相
対

6

主
体

7

文
化

問
二

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5
。

1

共
助
努
力
支
援

2

公
助
努
力
支
援

3

自
助
努
力
支
援

4

相
互
努
力
支
援
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問
三

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6
。

1

依
存
関
係
の
隠
蔽

2

依
存
関
係
の
強
化

3

依
存
先
の
固
定
化

4

依
存
先
の
変
更

問
四

傍
線
部
①
「
依
存
関
係
は
複
数
に
広
が
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
時
間
を
超
え
て
循
環
す
る
側
面
が
あ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7
。

1

人
は
誰
で
も
い
く
つ
か
の
依
存
関
係
の
中
で
生
活
し
、
助
け
ら
れ
る
者
と
し
て
生
ま
れ
た
者
が
同
じ
く
助
け
ら
れ
る
者
と
な
っ
て
人
生
を
終
え
る
と
い
う
こ
と
。

2

人
は
誰
で
も
い
く
つ
か
の
依
存
関
係
の
中
で
生
活
し
、
助
け
ら
れ
た
者
が
助
け
る
者
に
な
り
、
助
け
た
者
が
助
け
ら
れ
る
者
に
な
っ
て
人
生
を
送
る
と
い
う
こ
と
。

3

人
は
誰
で
も
依
存
す
る
相
手
を
変
え
な
が
ら
成
長
し
、
助
け
ら
れ
る
者
と
し
て
生
ま
れ
た
の
に
、
そ
の
う
ち
に
助
け
る
者
と
な
っ
て
人
生
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と
。

4

人
は
誰
で
も
依
存
す
る
相
手
を
変
え
な
が
ら
成
長
し
、
助
け
ら
れ
る
者
と
な
っ
た
り
、
反
対
に
助
け
る
者
と
な
っ
た
り
し
な
が
ら
人
生
を
た
ど
る
と
い
う
こ
と
。

問
五

傍
線
部
②
「『
ト
ル
ス
ト
イ
の
逆
説
』」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

8
。

1

統
治
す
る
者
は
統
治
さ
れ
る
者
に
依
存
し
、
下
支
え
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
に
お
い
て
つ
ね
に
脚
光
を
浴
び
る
の
は
統
治
者
で
あ
る
政
治
家
や
軍
人

た
ち
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

2

歴
史
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
の
は
普
通
の
人
々
な
の
に
、「
建
国
の
父
」
や
「
革
命
の
英
雄
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
支
配
者
た
ち
が
歴
史
を
つ
く
り
出
し
た
と

誤
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

3

実
際
の
歴
史
に
お
い
て
は
統
治
さ
れ
る
者
と
統
治
す
る
者
は
依
存
し
合
う
関
係
に
あ
る
の
に
、
そ
の
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
統
治
す
る
者
た
ち
だ
け
が
権
威
の
頂
点
に

祭
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

4

実
際
に
歴
史
を
動
か
す
の
は
普
通
の
人
々
な
の
に
、
歴
史
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
も
の
は
権
威
の
頂
点
に
立
つ
支
配
者
だ
け
で
あ
り
、
普
通
の
人
々
に
関
心
が
向
け

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

国語－4

―15―

推（5）



問
六

傍
線
部
③
「
ス
ギ
ナ
と
ツ
ク
シ
が
地
下
で
共
有
の
根
を
も
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
比
喩
し
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9
。

1

自
己
と
他
者
と
の
違
い
は
よ
く
意
識
さ
れ
る
が
、
意
識
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
自
己
と
他
者
は
依
存
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

2

自
己
と
他
者
は
競
い
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
人
目
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
援
助
し
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

3

自
己
と
他
者
が
と
も
に
自
立
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
と
、
依
存
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

4

自
己
と
他
者
の
違
い
は
目
に
つ
き
や
す
い
が
、
反
対
に
自
己
と
他
者
と
の
共
通
性
は
気
づ
か
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
。

問
七

次
の
Ａ
〜
Ｄ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
に
は
1
を
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
は
2
を
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10
〜

13
。

Ａ

民
主
主
義
で
は
争
い
そ
の
も
の
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
争
い
の
激
化
は
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

10

Ｂ

自
立
が
依
存
関
係
の
上
に
し
か
成
立
し
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
は
、「
争
わ
な
い
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
。

11

Ｃ

先
進
諸
国
が
貧
し
い
国
々
を
援
助
す
る
に
あ
た
っ
て
自
立
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
か
え
っ
て
自
立
を
阻
む
結
果
に
な
っ
た
。

12

Ｄ

自
然
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
と
見
え
る
焼
畑
移
動
耕
作
は
、
長
期
的
に
見
る
と
自
然
環
境
に
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

13

国語－5

―14―

推（5）



二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
一
〜
問
七
）
に
答
え
な
さ
い
。

怪
異
に
関
す
る
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
重
要
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
が
人
の
意
識
を
変
え
た
こ
と
で
あ
る
。
中
世
に
は
、「
音
声
の

世
界
」
が
社
会
に
大
き
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
近
世
に
な
る
と
文
字
文
化
が
広
が
り
、
目
に
よ
る
情
報
の
伝
達
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
、

音
声
の
世
界
か
ら
視
覚
優
位
の
文
化
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
芸
能
史
研
究
者
の
服
部
幸
雄
は
、
歌
舞
伎
、
人
形
浄
瑠
璃
、
大
道
芸
、
見
世
物
、
浮
世
絵
、
絵
本
、

双
六
、
引
札
、
絵
看
板
な
ど
の
〈
見
る
文
化
〉
を
列
挙
し
て
、
江
戸
文
化
と
は
〈
視
〉
と
〈
知
〉
が
強
く
結
び
つ
い
た
〈
も
の
〉
を
〈
見
る
文
化
〉、〈
視
の
文
化
〉
だ
と
述
べ
て

い
る
。
筆
者
は
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、〈
見
る
文
化
〉
が
広
く
行
き
渡
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

聴
覚
優
位
の
文
化
か
ら
視
覚
優
位
へ
の
変
化
は
、
次
第
に
人
の
意
識
や
も
の
の
見
方
、
考
え
方
も
変
え
て
い
く
。
報
道
写
真
や
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
を
想
起
し
て
み
よ
う
。
事

件
・
災
害
の
現
場
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
や
新
聞
記
者
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
る
。
現
場
の
様
子
は
カ
メ
ラ
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
新
聞
の
報
道

写
真
や
報
道
番
組
を
見
る
人
は
、
通
常
は
カ
メ
ラ
マ
ン
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

Ｘ

。
周
囲
に
い
る
は
ず
の
数
多
く
の
報
道
陣
や
野
次
馬
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
な
く
、
そ
こ
に
自
分
だ
け
が
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
し
て
し
ま
う
。

視
聴
者
や
読
者
は
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
現
場
を
「
見
て
い
る
」
が
、
そ
の
事
件
・
災
害
の
現
場
に
い
て
写
真
や
映
像
に
映
っ
て
い
る
対
象
は
、「
私
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
映
像
・
写
真
の
兵
士
が
、
こ
ち
ら
側
に
銃
口
を
向
け
て
い
た
と
し
て
も
、
弾
丸
は
「
私
」
に
あ
た
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
「
見
る
」
と
い
う
行
為
は
、
視
線
の
非
対
称
性
を
生
む
。「
見
る
」
側
は
、
絶
対
的
な
安
全
圏
に
い
て
、

ａ

に
視
線
を
対
象
に
向
け
る
と
い
う

権
力
関
係
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。「
野
暮
」
も
、
通
人
を
自
認
す
る
者
が
、
他
者
を
値
踏
み
す
る

ａ

な
ま
な
ざ
し
が
生
ん
だ
も
の
だ
。

自
身
の
安
全
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、「
怖
い
」
も
の
や
「
危
険
」
を
見
る
こ
と
も
一
種
の
快
楽
と
な
る
。「
怖
い
も
の
み
た
さ
」
は
、
安
全
が
担
保
さ
れ
た
視
線
の
非
対
称
性
が
生

み
出
し
た
意
識
と
も
い
え
よ
う
。

井
上
泰
至
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
怪
談
流
行
の
背
景
と
し
て
、
不
安
と
恐
怖
を
「
現
実
で
は
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
疑
似
体
験
」
す
る
こ
と
で
解
消
し
よ
う
と
い
う
欲
求

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
う
し
た
欲
求
に
答
え
た
の
は
怪
談
だ
け
で
は
な
い
。
安
全
な
場
所
か
ら
「
見
る
」
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
怪
異
の
情
報
を
芸
能
、
絵
画
作

品
な
ど
で
も
娯
楽
と
し
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で①
「
妖
怪
」
を
身
体
感
覚
の
違
和
感
だ
と
し
た
伊
藤
龍
平
の
議
論
を
想
起
し
て
も
い
い
。
伊
藤
は
、「
妖
怪
感
覚
を
形
作
っ
て
い
る
の
は
、
こ
ち
ら
（
人
間
）
か
ら
は
相

手
（
妖
怪
）
は
見
え
な
い
が
、
相
手
か
ら
は
こ
ち
ら
が
見
え
て
い
る
と
い
う
情
況
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。「
妖
怪
」
を
生
み
出
し
た
も
の
が
「
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
感

覚
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
視
覚
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
恐
怖
感
か
ら
、
安
全
地
帯
か
ら
「
見
る
」
と
い

う
こ
と
で
恐
怖
感
は
払
拭
さ
れ
、
快
楽
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。「
怖
い
も
の
見
た
さ
」
と
い
う
言
葉
が
、
一
八
世
紀
後
期
頃
に
出
現
し
た
と
い
う
の
も

ｂ

で
あ
る
。

恐
怖
や
不
安
感
を
も
た
ら
し
て
い
た
は
ず
の
怪
異
も
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
は
、
安
全
に
恐
怖
や
不
安
を
楽
し
む
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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絵
草
紙
で
化
物
が
し
ば
し
ば
題
材
と
さ
れ
た
り
、
幽
霊
や
怨
霊
が
登
場
す
る
陰
惨
な
怪
談
が
、
歌
舞
伎
の
素
材
と
し
て
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
の
は
、
そ
れ
故
で
あ
ろ

う
。
近
世
の
大
道
芸
の
ぞ
き
か
ら
く
り
で
も
、
し
ば
し
ば
化
物
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
が
、②
視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
「
妖
怪
」
を
見
る
こ
と
が
娯
楽
と
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
し

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

い
き
に
ん
ぎ
ょ
う

怖
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
娯
楽
化
さ
れ
て
い
く
一
九
世
紀
に
は
、
リ
ア
ル
な
生
人
形
に
よ
る
化
物
や
地
獄
、
変
死
体
の
細
工
物
の
見
世
物
が
流
行
し
て
い
た
。
橋
爪
紳
也
は
、

こ
れ
を
安
全
が
確
保
さ
れ
た
場
で
「
他
者
の
恐
怖
」「
他
者
の
死
」
を
眺
め
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
の
「
死
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
橋
爪
は
不
可
解
な
存
在

や
死
の
予
感
と
い
う
恐
怖
を
、
安
全
を
確
保
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
死
や
恐
怖
を

ｃ

に
体
験
し
て
遊
戯
化
す
る
装
置
だ
と
指
摘
す
る
。

そ
の
上
で
、
恐
怖
は

ｄ

な
心
象
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を
遊
戯
化
す
る
た
め
に
は
「
あ
る
種
の
『
恐
怖
感
』
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
社
会
全
体
に
ひ
ろ
ま
り
、
そ
れ
が
意

味
す
る
『
恐
ろ
し
さ
』
が
共
有
さ
れ
」
る
こ
と
、
そ
し
て
現
実
の
生
活
の
な
か
で
の
恐
怖
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
ち
す
ぎ
な
い
こ
と
が
前
提
条
件
と
し
て
必
要
に
な
る
と
い
う
。
日

本
社
会
に
関
し
て
い
え
ば
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
怪
異
が
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
流
布
し
た
こ
と
が
、
恐
怖
感
の
共
有
と
娯
楽
化
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ

う
。そ

う
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
近
世
の
怪
異
に
関
す
る
情
報
に
は
、
ひ
と
つ
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。
最
初
は
現
象
に
つ
い
て
の
記
述
に
留
ま
り
、
そ
の
姿
形
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
情
報
が
広
が
っ
て
い
く
過
程
で
、
具
体
的
な
姿
形
が
語
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
姿
を
描
い
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
髪
切
り
」
は
、
比
較
的
早
く
寛
永
一
四
〜
六
年
頃
に
は
、
剃
刀
の
牙
に
鋏
の
手
足
と
か
鳩
く
ら
い
と
い
っ
た
姿
を
想
像
さ
せ
る
言
説
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
姿
が
描
か
れ
る
の

さ
わ
き
す
う
し

は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
佐
脇
崇
之
に
よ
る
『
百
怪
図
巻
』
や
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
『
明
和
雑
記
』
に
見
え
る
瓦
版
な
ど
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
下
が
り
そ
う
だ
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
の
源
流
は
西
山
克
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
『
土
蜘
蛛
草
子
』
に
描
か
れ
る
燭
台
の
灯
心
を
切
ろ
う
と
す
る
妖
物
で
あ
ろ
う
。
一
目
連
に
つ
い

て
は
、
図
像
化
は
さ
れ
な
い
が
、
光
や
風
と
い
う
現
象
の
記
述
か
ら
、
一
つ
目
の
龍
と
し
た
具
体
な
姿
に
つ
い
て
記
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
石
塔
磨
き
」
も
当
初
は
姿
が
見
え
な
い
こ
と
が
奇
談
た
る
所
以
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
そ
の
姿
を
描
い
た
と
さ
れ
る
絵
画
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
文
字
情
報
が
先

行
し
、
図
像
は
常
に
後
発
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
字
文
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、〈
見
る
文
化
〉
が
広
く
行
き
渡
っ
た
こ
と
で
、
現
象
の
説
明
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
へ
の
欲
求
が
高
ま
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
先
の
伊
藤
に
よ
る
「
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
が
「
妖
怪
」
を
生
み
出
し
た
と
い
う

指
摘
を
想
起
す
れ
ば
、

Ｙ

こ
と
で
不
安
や
恐
怖
か
ら
逃
れ
、
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
か
つ
て
香
川
雅
信
が
「
言
葉
」
と
不
可

分
だ
っ
た
は
ず
の
妖
怪
が
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
、「
純
粋
に
視
覚
性
の
み
の
存
在
」
と
な
り
、
名
前
や
規
格
的
形
象
で
表
現
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た

③「
妖
怪
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
」
現
象
は
、
こ
う
し
た
文
脈
で
も
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
村
上
紀
夫
『
怪
異
と
妖
怪
の
メ
デ
ィ
ア
史
』
よ
り
。
本
文
一
部
省
略
）
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問
一

ａ

〜

ｄ

（
ａ
は
二
カ
所
）
に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
7
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し

同
じ
も
の
を
二
回
以
上
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
解
答
番
号
は
ａ
は

14
、
ｂ
は

15
、
ｃ
は

16
、
ｄ
は

17
。

1

一
方
的

2

観
念
的

3

擬
似
的

4

現
実
的

5

個
人
的

6

象
徴
的

7

俯
瞰
的

問
二

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18
。

1

カ
メ
ラ
の
視
点
と
自
ら
の
視
点
を
交
錯
さ
せ
る

2

カ
メ
ラ
の
視
点
を
超
越
し
た
視
点
に
立
つ

3

カ
メ
ラ
の
視
点
と
自
ら
を
同
一
視
す
る

4

カ
メ
ラ
の
視
点
か
ら
自
ら
を
隔
離
す
る

問
三

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19
。

1

主
観
的
な
怪
異
を
客
観
化
す
る

2

不
可
視
の
怪
異
を
可
視
化
す
る

3

音
声
の
世
界
の
怪
異
を
視
覚
化
す
る

4

言
葉
の
世
界
の
怪
異
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
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問
四

傍
線
部
①
「『
妖
怪
』
を
身
体
感
覚
の
違
和
感
だ
と
し
た
」
と
あ
る
が
、「『
妖
怪
』」
が
「
身
体
感
覚
の
違
和
感
だ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20
。

1

相
手
か
ら
自
分
が
見
え
て
い
る
と
き
は
自
分
か
ら
も
相
手
が
見
え
て
い
る
と
い
う
通
常
の
感
覚
と
は
異
な
る
、
自
分
か
ら
は
見
え
な
い
相
手
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
か
ら
、
妖
怪
は
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

2

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き
に
人
は
見
え
な
い
も
の
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
強
迫
観
念
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
見
え
な
い
も
の
に
恐
怖
心
を
覚

え
る
こ
と
で
、
妖
怪
は
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

3

自
分
の
行
為
に
や
ま
し
さ
を
感
じ
る
と
き
、
そ
の
行
為
が
自
分
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
超
自
然
的
な
存
在
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
生
じ
、
そ
の
存
在

が
妖
怪
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

4

聴
覚
優
位
の
時
代
に
人
は
声
は
聞
こ
え
る
の
に
目
に
は
見
え
な
い
不
可
解
な
存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
存
在
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
恐
怖
感
か
ら
、
そ

れ
を
妖
怪
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

問
五

傍
線
部
②
「
視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
『
妖
怪
』
を
見
る
こ
と
が
娯
楽
と
な
っ
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選

び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21
。

1

視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
通
す
と
、
何
を
見
て
も
そ
れ
が
現
実
の
体
験
だ
と
は
思
え
な
い
の
で
、
怖
い
も
の
を
見
る
こ
と
か
ら
恐
怖
感
が
払
拭
さ
れ
、
そ
れ
が
快
楽
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
か
ら
。

2

視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見
る
こ
と
は
、
危
害
を
加
え
ら
れ
る
恐
れ
の
な
い
安
全
地
帯
か
ら
見
る
こ
と
な
の
で
、
怖
い
も
の
を
見
て
も
恐
怖
感
が
緩
和
さ
れ
、
快
楽

を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

3

視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見
る
と
、
現
実
で
は
な
い
も
の
を
見
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
、
ど
ん
な
怖
い
も
の
を
見
て
も
恐
怖
感
が
緩
和
さ
れ
、
快
楽
を
覚

え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

4

視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
通
す
と
、
相
手
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
相
手
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
恐
怖
感
が
払
拭
さ
れ
、
そ
れ
が
快
楽
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
か
ら
。
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問
六

傍
線
部
③
「『
妖
怪
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
』
現
象
」
と
あ
る
が
、「
妖
怪
」
が
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
」
し
た
経
緯
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら

一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22
。

1

妖
怪
は
、
最
初
は
言
葉
で
記
述
さ
れ
る
し
か
な
い
不
定
形
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
見
る
文
化
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
形
姿
を
描
い
た
も
の
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
規
格
的
形
象
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
。

2

妖
怪
は
、
最
初
は
文
字
情
報
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
情
報
が
広
く
流
布
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
へ
の
欲
求
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
図
像
と
し

て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
読
ん
で
楽
し
む
も
の
か
ら
見
て
楽
し
む
も
の
に
変
わ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
。

3

妖
怪
は
、
最
初
は
現
象
が
言
葉
で
記
述
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
見
る
文
化
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
形
姿
が
語
ら
れ
る
と
同
時
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
言
葉
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
純
粋
に
視
覚
的
な
存
在
に
な
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
。

4

妖
怪
は
、
最
初
は
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ
と
で
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る
存
在
だ
っ
た
が
、
見
る
文
化
が
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
見
て
楽
し
む
た
め
の
安
全
な
存
在
に
変
わ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
。

問
七

次
の
Ａ
〜
Ｄ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
に
は
1
を
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
は
2
を
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23
〜

26
。

Ａ

江
戸
時
代
に
は
、
語
り
の
世
界
で
も
画
像
の
世
界
で
も
、
妖
怪
か
ら
不
安
や
恐
怖
を
消
し
去
っ
て
、
そ
れ
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
も
う
と
し
た
。

23

Ｂ

怖
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
娯
楽
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
恐
怖
感
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
流
布
し
、
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

24

Ｃ

妖
怪
が
怖
い
も
の
か
ら
楽
し
い
も
の
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
は
、
文
化
が
聴
覚
優
位
か
ら
視
覚
優
位
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

25

Ｄ

聴
覚
文
化
を
代
表
す
る
も
の
が
話
し
言
葉
や
文
字
だ
と
す
れ
ば
、
視
覚
文
化
を
代
表
す
る
も
の
は
イ
メ
ー
ジ
や
図
像
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

26
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三

次
の
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ

Ａ
・
Ｂ
の
各
文
を
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
並
べ
替
え
た
と
き
、
三
番
目
に
く
る
も
の
の
番
号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
1
〜
5
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

27
・

28
。

Ａ

271
「
車
は
走
る
凶
器
だ
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
人
の
生
死
に
か
か
わ
る
よ
う
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
の
で
、
そ
う
し
た
考
え
方
に
も
一
理
あ
る
。

2

特
に
山
間
部
の
農
村
に
住
む
高
齢
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
概
に
規
制
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
も
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
。

3

そ
う
し
た
状
況
か
ら
高
齢
者
の
運
転
を
制
限
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
持
つ
人
も
少
な
く
は
な
い
。

4

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
む
い
ま
の
地
方
に
は
電
車
ど
こ
ろ
か
バ
ス
の
便
も
な
い
よ
う
な
場
所
が
多
く
あ
る
。

5

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
報
道
を
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｂ

281

す
な
わ
ち
、
私
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
そ
れ
を
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
扱
っ
て
構
わ
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

2

私
た
ち
は
普
段
、
所
有
権
と
可
処
分
権
を
一
体
の
も
の
だ
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。

3

そ
れ
は
も
う
自
分
の
所
有
物
な
の
だ
か
ら
、
た
と
え
燃
や
し
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
の
か
と
言
わ
れ
る
と
、
何
か
釈
然
と
し
な
い
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う
。

4

だ
が
、
本
当
に
こ
の
二
つ
を
同
一
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

5

そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
あ
る
金
持
ち
が
名
作
と
言
わ
れ
る
絵
画
を
購
入
し
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

Ⅱ

Ａ
〜
Ｅ
の
空
欄
（

）
を
補
っ
て
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
る
の
に
最
も
適
当
な
漢
字
の
組
合
せ
を
、
後
の
1
〜
5
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

た
だ
し
同
じ
も
の
を
二
回
以
上
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
解
答
番
号
は

29
〜

33
。

Ａ

茫
（

）
自
（

）

29

Ｂ
（

）（

）
直
下

30

Ｃ
（

）
挙
妄
（

）

31

Ｄ

奇
（

）（

）
外

32

Ｅ
（

）（

）
撞
着

33

1

想
・
天

2

然
・
失

3

軽
・
動

4

自
・
家

5

急
・
転
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Ⅲ

ａ
〜
ｆ
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
た
場
合
、
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
1
〜
5
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34
〜

39
。

ａ

国
会
議
員
に
チ
ン
ジ
ョ
ウ
す
る
。

1

陳

2

鎮

3

沈

4

珍

5

賃

34

ｂ

明
治
時
代
の
文
学
に
ケ
イ
ト
ウ
す
る
。

1

鶏

2

系

3

傾

4

継

5

敬

35

ｃ

キ
ュ
ウ
ヨ
の
一
策
を
講
じ
る
。

1

救

2

窮

3

糾

4

急

5

究

36

ｄ

祖
父
の
ク
ン
ト
ウ
を
受
け
て
成
長
し
た
。

1

唐

2

塔

3

統

4

党

5

陶

37

ｅ

念
願
の
勝
利
を
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
に
収
め
る
。

1

省

2

将

3

賞

4

承

5

掌

38

ｆ

夢
の
世
界
へ
と
イ
ザ
ナ
わ
れ
る
。

1

招

2

喚

3

誘

4

潜

5

随

39

国
語
素
養
検
査
終
わ
り

解
答
番
号

1
〜

39
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